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「「改定常用漢字表」に関する試案」の概要

１ 「改定常用漢字表」策定における基本的な考え方

○ 情報機器による漢字使用が一般化し，使われる漢字の量が増えている現状を踏

まえて，社会生活におけるコミュニケーションの手段としての漢字使用の目安を

見直し，言語生活の円滑化，また漢字習得の目標の明確化を図る。

○ 法令，公用文書，新聞，雑誌，放送等，一般の社会生活において，現代の国語

を書き表す場合の「漢字使用の目安」を示すものであって，科学，技術，芸術そ

の他の各種専門分野，個々人の表記及び固有名詞にまで及ぼそうとするものでは

ないという現行の常用漢字表の性格を継承。

○ 学校教育における漢字指導との関係については，現行の常用漢字表の考え方を

継承し，別途の教育上の適切な措置にゆだねる。

２ 「改定常用漢字表」における字種・音訓・字体

（１）字種

○ 字種の選定に当たっては，漢字の出現頻度に関する各種調査を行った上で，

一定の出現頻度数の漢字について，その造語力，読み取りの効率性などを１字

１字検討して決定。

○ 人名，地名等，固有名詞にかかわる漢字は，原則として採らない。ただし，

都道府県名に用いる漢字（＊ 1）及びこれに準ずる漢字（＊ 2）は，例外として

追加。

＊ 1 岡，阪，熊，鹿，梨，阜，茨，媛，埼，奈，栃 ＊ 2 畿，韓

○ 具体的な追加字種 196 字及び削除字種 5 字は別紙のとおり。

→ 1945 字から 2136 字（＝ 1945 字＋ 196 字－ 5 字）の漢字表に。

（２）音訓

○ 現行常用漢字に，「関（かか）わる」「応（こた）える」「育（はぐく）む」

「他（ほか）」「描（か）く」「旬（しゅん）」などの音訓を追加。

（３）字体

○ 「表外漢字字体表」（平成 12 年 12 月国語審議会答申）に示された「印刷標

準字体」を基本とし，「しんにゅう」「しょくへん」にかかわる 5 字（＊ 3）に

ついては，以下の括弧内の「許容字体」も使用できることを明示。

＊ 3 遡［遡］，遜［遜］，謎［謎］，餅［餅］，餌［餌］ 括弧内が「許容字体」



  

追加及び削除字種の候補漢字一覧 

 
＜現行「常用漢字表」に追加する字種候補（１９６字）＞ 

 
 
＜現行「常用漢字表」から削除する字種候補（５字）＞ 
 

勺 錘 銑 脹 匁 
 

挨 曖 宛 嵐 畏 萎 椅 彙 茨 咽 淫 唄 鬱 

怨 媛 艶 旺 岡 臆 俺 苛 ⽛ ⽡ 楷 潰 諧 

崖 蓋 骸 柿 顎 葛 釜 鎌 韓 玩 伎 ⻲ 毀 

畿 ⾅ 嗅 ⼱ 僅 錦 惧 串 窟 熊 詣 憬 稽 

隙 桁 拳 鍵 舷 股 ⻁ 錮 勾 梗 喉 乞 傲 

駒 頃 痕 沙 挫 采 塞 埼 柵 刹 拶 斬 恣 

摯 餌 ⿅ 叱 嫉 腫 呪 袖 羞 蹴 憧 拭 尻 

芯 腎 須 裾 凄 醒 脊 戚 煎 羨 腺 詮 箋 

膳 狙 遡 曽 爽 痩 踪 捉 遜 汰 唾 堆 戴 

誰 旦 綻 緻 酎 貼 嘲 捗 椎 ⽖ 鶴 諦 溺 

塡 妬 賭 藤 瞳 栃 頓 貪 丼 那 奈 梨 謎 

鍋 匂 虹 捻 罵 剝 箸 氾 汎 阪 斑 眉 膝 

肘 訃 ⾩ 蔽 餅 璧 蔑 哺 蜂 貌 頰 睦 勃 

昧 枕 蜜 冥 麺 冶 弥 闇 喩 湧 妖 瘍 沃 

拉 辣 藍 璃 慄 侶 瞭 瑠 呂 賂 弄 籠 麓 

脇             

別 紙 


